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１　

は
じ
め
に

　

多
様
で
有
為
な
人
材
を
確
保
し
、
よ
り
良
い
県
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
た
め
、
本
県
で
は
、
採
用
試
験
制
度
の
改
善
や
戦
略
的

な
広
報
活
動
な
ど
に
よ
り
、
採
用
試
験
に
お
け
る
応
募
者
数
の
増
加

や
専
門
人
材
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

２　

採
用
試
験
の
応
募
者
確
保
対
策

（
１
）
採
用
試
験
制
度
の
改
善

　

本
県
で
は
、
近
年
、
事
務
職
・
技
術
職
を
問
わ
ず
、
採
用
試
験
の

受
験
者
数
が
全
体
的
に
減
少
傾
向
と
な
り
、
人
材
確
保
が
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
方
法
に
よ
る
職
員
の
確
保
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
令
和
五
年
度
か
ら
は
、
民
間
企
業
と
の

併
願
者
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
一
部
の
技
術
職
に
つ
い
て
、
六
月

に
実
施
し
て
い
る
定
期
の
採
用
試
験
に
加
え
、
四
月
に
実
施
す
る
早

期
試
験
を
導
入
し
、
応
募
者
数
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。（
令
和
五

年
度
は
、「
土
木
」、「
薬
剤
師
」、「
建
築
」
の
三
職
種
で
実
施
。
令

和
六
年
度
か
ら
「
農
業
土
木
」
を
追
加
。）

　

ま
た
、
近
年
、
応
募
者
数
が
採
用
予
定
者
数
を
下
回
っ
て
い
た
獣

医
師
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
人
事
委
員
会
に
よ
る
競
争
試
験
か
ら
任

命
権
者
に
よ
る
選
考
試
験
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
試
験

日
程
、
試
験
回
数
、
試
験
科
目
に
と
ら
わ
れ
ず
柔
軟
な
試
験
の
実
施

が
可
能
と
な
り
、
受
験
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
結
婚
・
出
産
・
介
護
・
転
職
な
ど
の
事
情
に
よ
り
一
度

静
岡
県
を
退
職
さ
れ
た
方
を
再
度
、
県
職
員
に
採
用
す
る
キ
ャ
リ
ア

リ
タ
ー
ン
採
用
試
験
制
度
を
新
た
に
導
入
し
、
即
戦
力
と
な
る
人
材

の
確
保
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
令
和
六
年
度
か
ら
は
専
門
・
技
術
職
に
お
け
る
従
来
の

教
養
試
験
を
、
論
理
的
思
考
力
、
理
解
力
、
判
断
力
な
ど
知
能
的
側

面
を
重
視
し
た
「
基
礎
能
力
試
験
」
に
変
更
し
て
、
受
験
し
や
す
い

試
験
内
容
と
す
る
予
定
で
す
。（
従
来
の
専
門
試
験
は
継
続
す
る
こ

人材確保に向けた取組人材確保に向けた取組

静
岡
県
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組

静
岡
県
経
営
管
理
部
人
事
課
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と
で
、
専
門
性
の

水
準
を
担
保
。）

（
２
）
戦
略
的
な

広
報

　

採
用
試
験
の
応

募
者
確
保
に
は
、

静
岡
県
職
員
と
し

て
働
く
こ
と
の
魅

力
を
い
か
に
発
信

す
る
か
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
各

大
学
で
の
説
明

会
・
合
同
企
業
説

明
会
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
現
場
見
学
会
の
実
施
に
よ
る
職
員
と
の

対
話
機
会
の
確
保
を
重
視
し
た
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
か
ら
は
、
通
常
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
加
え
、

「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
大
学
生
等
を
対
象
と
し
て
概
ね
一
週

間
程
度
の
期
間
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
（
二
〇
〇
名
程
度
受
入
れ
）、

例
年
、
受
入
れ
が
で
き
な
い
参
加
希
望
学
生
が
多
数
発
生
す
る
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
通
常
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
申
込
み
か

ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
学
生
を
対
象
と
し
た
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
県
の
業
務
内
容
の
紹
介
や
、
先
輩
職
員
を
交
え

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
五
年
度
は
、
一
六
の
専
門
・
技
術
職
に
お
い
て
、
現
場

見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し

た
職
員
の
案
内
で
、
工
事
中
の
現
場
や
施
設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
本
県
に
お
け
る
業
務
の
魅
力
や
雰
囲
気
・

や
り
が
い
を
発
信
す
る
と
と
も
に
参
加
者
に
と
っ
て
も
、
県
政
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
五
年
一
二
月
下
旬
か
ら
翌
年
一
月
上
旬
に
か
け
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線
の
一
部
車
両
の
中
吊
り
広
告
と
壁
面
広
告
を
ジ
ャ
ッ
ク

し
、「
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
る
」
若
手
職
員
の
姿
を

ポ
ス
タ
ー
に
し
て
掲
出
し
ま
し
た
。
本
県
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
就
職
の
選
択
肢
と
し
て
の
静
岡
県
の
認
知
度
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

３　

専
門
人
材
の
確
保
・
育
成

　

近
年
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

専
門
人
材
の
確
保
・
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
県
で



は
、
即
戦
力
と
な

る
外
部
人
材
の
確

保
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
ま

す
。

　

令
和
五
年
度
か

ら
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

株
式
会
社
と
の
職

員
の
相
互
交
流
を
開
始
し
、
本
県
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
や

県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
新
た
な
働
き
方
）

の
導
入
や
各
種
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
の
業
務
改
善
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
設
計
・
構
築
の
経
験
を
持
つ
人
材
を
任
期
付
職
員
と
し
て
採
用

し
ま
し
た
。
こ
の
職
員
は
、
県
庁
内
の
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
推
進
に
向
け

た
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
本
県
に
取
り
込
む
た

め
、
効
果
的
な
誘
客
促
進
策
の
実
施
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令

和
三
年
度
か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
社
員
を
受
け
入
れ
、
魅
力
的
な
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信
方
法
や
旅
行
商
品
企
画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
本

県
施
策
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
取
組
と
し
て
、
県
内
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

創
出
・
成
長
支
援
の
た
め
、
民
間
企
業
等
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

等
の
実
務
経
験
が
あ
る
人
材
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
４　

今
後
の
展
望

　

厳
し
い
行
財
政
環
境
が
続
く
中
で
、
全
体
最
適
と
い
う
視
点
で
現
場

に
立
脚
し
た
施
策
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
適
切
な

行
政
運
営
を
行
う
た
め
の
人
材
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、本
県
で
は
、

引
き
続
き
、
採
用
試
験
の

改
善
、
戦
略
的
な
広
報
の

実
施
や
、
専
門
人
材
の
確

保
に
よ
り
、
高
度
化
・
多

様
化
す
る
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
で
き
る
様
々
な

能
力
、
知
識
、
技
術
を
持

つ
人
材
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。


